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小学校新学習指導要領全面実施
いよいよ来年度（令和２年度）から新しい「学習指導

要領」が全面実施になります。この「学習指導要領」と
は、簡単に言うと小学校や中学校で、どんな内容をどの
学年で、どのくらい学習するかなどを示したものであり、
教科書や各学校での時間割は、これを基に作られます。
今回の改訂で、小学校において大きく変更される点は、
１．外国語（英語）の教科化、 ２．道徳の教科化、
３．プログラミング教育の導入などです。
熊本県では、数年前から準備してすでに取り組んでい

る内容もありますが、いよいよ４月から全面実施となり
ます。

なぜ改訂される
かと言うと、これ
からの社会は、情
報化・グローバル
化の加速度的進展
やＡＩの発達によ
り、社会は大きく、
そして激しく変化
しています。この
ような予測困難な
時代にあっても、
子どもたちには、
よりよい豊かな未

来の創り手になっていくことが期待されています。南小
国町教育委員会でも、そういった社会の変化に対応し、
生き抜くために必要な資質・能力を備えた子どもたちを
育むため、「きよらの郷づくりは、人づくりから」とい
う教育プランのもと様々な取組が行われています。
先日初めて行われた、南小国町小・中学生プレゼンテ

ーション大会もその中の１つです。

南小国町小・中学生プレゼンテーシ
ョン大会
１月１８日（土曜日）

南小国町小・中学生プレ
ゼンテーション大会が、
きよらホールで行われま
した。各学校の低・中・
高学年から１名ずつ代表
が発表しました。
小学校低学年の部が「学
校をより良くするために」
中学年の部が「暮らしやすい町にするために」そして高学年の
部が「産業・経済に関わる私のアイディア」というテーマに沿
って、ｉＰａｄを巧みに操作し、プレゼンを行いました。
中原小でも、各クラス代表を決める発表会をのぞきましたが、
代表になった以外の子どもも、いろいろなアイディアを発表し
ていました。
ただのプレゼンだけになるのではなく、自分なら何ができる
か、発表したことをしっかり考え、未来の南小国町の創り手と
なるよう、学校の勉強もがんばって欲しいと思います。

手洗い・マスク着用を
最近は、インフルエンザのこと

よりも、新型コロナウィルス感染
のことが話題になっているようで
す。
いずれの病気も感染予防するた

めに、手洗い・マスクの準備をお
願いします。
しばらくの

間は、できる
だけ人混みのところは避け、どうし
ても出かけるときはマスクをしてい
きましょう。そして外から帰ったら
しっかり手洗いをし、病気にかから
ないように注意しましょう。子ども
だけでなく、大人の方も予防に努め
てください。
※学校便りは、中原小のＨＰでもご覧いただけます


